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(57)【要約】
【課題】汚物による噴射ノズルの詰まりを解消すること
ができる内視鏡を提供する。
【解決手段】先端部１５ａは、送気・送水ノズル３３、
ウォータージェット噴射孔３５、送気・送水ノズル３３
に洗浄水を供給する送気・送水パイプ３８ａ、ウォータ
ージェット噴射孔３５に液体を供給するＷＪパイプ３９
ａ、送気・送水パイプ３８ａ及びＷＪパイプ３９ａを連
結する連結パイプ４０、連結パイプ４０の内部に設けら
れた逆流防止弁４１、液体遮断弁４５を備える。送気・
送水ノズル３３に汚物が詰まったとき、液体遮断弁４５
を液体遮断位置にしてウォータージェット噴射孔３５へ
の液体供給を遮断するとともに、送気・送水パイプ３８
ａ及びＷＪパイプ３９ａに液体を供給して送気・送水ノ
ズル３３に液体を送り込む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内へ挿入される挿入部の先端部に設けられ、被検体内を観察するための観察窓と
、前記先端部に設けられ、被検体内に照明光を照射するための照明窓と、前記観察窓に液
体を噴射するための噴射ノズルと、被検体内に液体を噴射するための噴射孔とを備えた内
視鏡において、
　前記噴射ノズルへ液体を供給する第１の供給路と、
　前記噴射孔へ液体を供給する第２の供給路と、
　前記第１及び第２の供給路を連結する連結路とを備えることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記連結路に設けられ、前記第１の供給路から前記第２の供給路へ液体が逆流すること
を防止する逆流防止弁を備えることを特徴とする請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記逆流防止弁は、前記連結路を塞ぐ閉じ位置と、前記第２の供給路から供給される液
体の圧力により前記閉じ位置から前記第１の供給路の内部へ移動して前記連結路を開放状
態にする開放位置との間で移動自在に設けられた第１の弁部材と、
　前記第１の弁部材を閉じ位置に付勢する第１の付勢部材とからなることを特徴とする請
求項２記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記第１の弁部材は、前記連結路の内径と同じ外径に形成された球状部材であることを
特徴とする請求項３記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記逆流防止弁は、弾性材からなり、前記第２の供給路から供給される液体の圧力によ
り変形する第１の弁部材であり、前記連結路を塞ぐ閉じ状態と、前記連結路を開放する開
放状態との間で変形する第１の弁部材であることを特徴とする請求項２記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記第２の供給路と、前記噴射孔との間に設けられ、第２の供給路から噴射孔への液体
の供給を許容する通常位置と、液体の供給を遮断する液体遮断位置との間で移動する第２
の弁部材と、
　前記第２の弁部材を通常位置に付勢する第２の付勢部材と、
　前記第２の付勢部材の付勢に抗して前記第２の弁部材を通常位置から液体遮断位置に移
動させる移動手段とを備えることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の内視
鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入部の噴射ノズル及び噴射孔から液体を噴射する内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡には、被検体内へ挿入される挿入部の先端部に、被検体の像光を取り
込むための観察窓と、被検体に照明光を照射するための照明窓と、観察窓に向けて洗浄水
を噴射する噴射ノズルと、被検体内へ洗浄水又は薬液などの液体を噴射させるための噴射
孔とを備えている。観察窓は、挿入部の先端面から露呈する位置に設けられているのが一
般的であり、照明窓、噴射ノズル、及び噴射孔は、観察窓の周囲に配される。観察窓の表
面には、被検体内の体液や汚物が付着するため、噴射ノズルの噴射口から洗浄水を噴射し
て観察窓の汚れを除去し、さらにエアーを噴射して観察窓の表面から洗浄水を吹き飛ばす
。噴射孔には、ウォータージェット管路等と呼ばれる送液管路が接続される。この送液管
路は、送液ポンプなどにより液体を勢いよく送り出す送液装置と接続され、送液装置から
送液管路を介して送り込まれた液体が噴射孔から被検体内へ噴射される（特許文献１，２
）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２５３５４３号公報
【特許文献２】特開２００６－１３００７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１，２記載の内視鏡で観察を行う際、特に病変部に処置を
行うときなど、観察窓を被検体の表面に近接させることがあり、観察窓とその付近に汚物
が付着することがあり、噴射ノズルは、観察窓に洗浄水を噴射するために観察窓の表面よ
りも先端側に突出した位置に配置されており、汚物が付着しやすい。噴射ノズルに汚物が
付着して詰まりが発生すると、観察窓を洗浄することができなくなり、観察を続けること
ができない。上記特許文献１，２では、内視鏡の使用中に噴射ノズルの詰まりが発生する
ことについては考慮されておらず、挿入部を被検体内から一旦引き抜いて噴射ノズルに詰
まった汚物を取り除かなければないため、非常に手間が掛かる。
【０００５】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、汚物による噴射ノズルの詰まりを使
用中に解消することができる内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の内視鏡は、被検体内へ挿入される挿入部の先端部に設けられ、被検体内を観察
するための観察窓と、前記先端部に設けられ、被検体内に照明光を照射するための照明窓
と、前記観察窓に液体を噴射するための噴射ノズルと、被検体内に液体を噴射するための
噴射孔とを備えた内視鏡において、前記噴射ノズルへ液体を供給する第１の供給路と、前
記噴射孔へ液体を供給する第２の供給路と、前記第１及び第２の供給路を連結する連結路
とを備えることを特徴とする。
【０００７】
　前記連結路に設けられ、前記第１の供給路から前記第２の供給路へ液体が逆流すること
を防止する逆流防止弁を備えることが好ましい。前記逆流防止弁は、前記連結路を塞ぐ閉
じ位置と、前記第２の供給路から供給される液体の圧力により前記閉じ位置から前記第１
の供給路の内部へ移動して前記連結路を開放状態にする開放位置との間で移動自在に設け
られた第１の弁部材と、前記第１の弁部材を閉じ位置に付勢する第１の付勢部材とからな
ることが好ましい。前記第１の弁部材は、前記連結路の内径と同じ外径に形成された球状
部材であることが好ましい。
【０００８】
　前記逆流防止弁は、弾性材からなり、前記第２の供給路から供給される液体の圧力によ
り変形する第１の弁部材であり、前記連結路を塞ぐ閉じ状態と、前記連結路を開放する開
放状態との間で変形する第１の弁部材であることが好ましい。
【０００９】
　前記第２の供給路と、前記噴射孔との間に設けられ、第２の供給路から噴射孔への液体
の供給を許容する通常位置と、液体の供給を遮断する液体遮断位置との間で移動する第２
の弁部材と、前記第２の弁部材を通常位置に付勢する第２の付勢部材と、前記第２の付勢
部材の付勢に抗して前記第２の弁部材を通常位置から液体遮断位置に移動させる移動手段
とを備えることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の内視鏡によれば、噴射ノズルへ液体を供給する第１の供給路、及び噴射孔へ液
体を供給する第２の供給路を連結する連結路を備えているので、汚物による噴射ノズルの
詰まりを使用中に解消することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】電子内視鏡システムの外観斜視図である。
【図２】内視鏡の先端部の構成を示す平面図である。
【図３】噴射ノズル及び噴射孔に沿った断面図である。
【図４】逆流防止弁の構成を示す斜視図である。
【図５】液体遮断弁の構成を示す斜視図である。
【図６】噴射ノズルに詰まった汚物の排出を説明する説明図である。
【図７】ダックビル形状の逆流防止弁を用いた第２実施形態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１に示すように、電子内視鏡システム２は、電子内視鏡１０、プロセッサ装置１１、
光源装置１２、及び送気・送水装置１３、送液装置１４などから構成されている。送気・
送水装置１３は、光源装置１２に内蔵され、エアーの送気を行う周知の送気装置（ポンプ
など）１３ａと、光源装置１２の外部に設けられ、洗浄水を貯留する洗浄水タンク１３ｂ
から構成されている。電子内視鏡１０は、被検体内に挿入される可撓性の挿入部１５と、
挿入部１５の基端部分に連設された操作部１６と、プロセッサ装置１１や光源装置１２に
接続されるユニバーサルコード１７とを備えている。
【００１３】
　挿入部１５は、その先端に設けられ、被検体内撮影用の撮像素子（図示せず）等が内蔵
された先端部１５ａと、先端部１５ａの基端に連設された湾曲自在な湾曲部１５ｂと、湾
曲部１５ｂの基端に連設された可撓性を有する可撓管部１５ｃとからなる。以下、挿入部
１５の先端側を単に「先端側」といい、挿入部１５の基端側を単に「基端側」という。
【００１４】
　ユニバーサルコード１７の先端には、コネクタ１８が取り付けられている。コネクタ１
８は複合タイプのコネクタであり、プロセッサ装置１１、及び光源装置１２、送気・送水
装置１３がそれぞれ接続されている。コネクタ１８には、連結チューブ１９を介して送液
装置１４が接続される。
【００１５】
　プロセッサ装置１１は、ユニバーサルコード１７及びコネクタ１８を介して撮像素子か
ら入力された撮像信号に各種画像処理を施して、映像信号に変換するとともに、撮像素子
の駆動を制御する駆動制御信号を送信する。プロセッサ装置１１で変換された映像信号は
、プロセッサ装置１１にケーブル接続されたモニタ２０に内視鏡画像として表示される。
また、プロセッサ装置１１は、光源装置１２と電気的に接続しており、電子内視鏡システ
ム２全体の動作を統括的に制御する。
【００１６】
　操作部１６には、注射針や高周波メスなどが先端に配された各種処置具が挿通される鉗
子口２１と、湾曲操作ノブ２２、送気・送水ボタン２３、切替スイッチ２４などが設けら
れている。送気・送水ボタン２３によって送気操作を行うと、送気装置１３ａが発生する
エアーが送気・送水管路３８（図３参照）に送られ、送水操作を行うと、送気装置１３ａ
が発生するエアーの圧力によって洗浄水タンク１３ｂから洗浄水が送気・送気・送水管路
３８に送られる。送気・送水ノズル３３（図２及び図３参照）は、送気・送水管路３８を
介して供給されたエアー、洗浄水を選択的に噴射する。
【００１７】
　湾曲操作ノブ２２が操作されると、挿入部１５内に挿設されたワイヤが押し引きされる
ことにより、湾曲部１５ｂが上下左右方向に湾曲動作する。これにより、先端部１５ａが
体腔内の所望の方向に向けられる。切替スイッチ２４は、後述する液体遮断弁４５を動作
させるときに操作される。
【００１８】
　送液装置１４は、モータや制御回路を有する装置本体２５と、装置本体２５の前面に配
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された送液ポンプ２６と、送液操作するフットスイッチ２７と、水や洗浄液などの液体が
貯留された送液タンク２８とが設けられる。フットスイッチ２７の操作によって送液ポン
プ２６を動作させると、送液タンク２８から連結チューブ１９へ液体が送り出される。
【００１９】
　図２及び図３に示すように、先端部１５ａは、先端硬質部２９、この先端硬質部２９の
先端側に装着される先端キャップ３０、観察窓３１、照明窓３２ａ，３２ｂ、送気・送水
ノズル３３（噴射ノズル）、鉗子出口３４、及びウォータージェット噴射孔（以下、ＷＪ
噴射孔という）３５を備える。先端硬質部２９の後端は、湾曲部１５ｂを構成する先端側
の湾曲駒３６に連結されている。先端硬質部２９は、例えば硬質な金属から形成され、後
述する対物光学系、送気・送水管路３８、ライトガイド、鉗子チャンネル、及びウォータ
ージェット管路（以下、ＷＪ管路という）３９を保持する。
【００２０】
　先端キャップ３０は、先端硬質部２９よりも軟らかい材料、例えば樹脂やゴムからなり
、先端硬質部２９の先端側を覆う先端板部３０ａと、先端硬質部２９の外周面を覆う円筒
部３０ｂとが一体的に形成されている。湾曲部１５ｂの外周面を覆う外皮層３７が先端硬
質部２９まで延在し、外皮層３７の先端と円筒部３０ｂの後端とが突き合わされて端部同
士が接着剤などにより固着されている。
【００２１】
　先端板部３０ａには、先端側から視たとき、観察窓３１、照明窓３２ａ，３２ｂ、送気
・送水ノズル３３をそれぞれ露呈させる貫通孔３０ｃ～３０ｆ、鉗子出口３４、及びＷＪ
噴射孔３５が形成されている。
【００２２】
　観察窓３１は、対物光学系を構成する最先端側の対物レンズであり、カバーガラスを兼
ねるものである。対物光学系の奥には、撮像素子としてのＣＣＤが取り付けられている。
なお、撮像素子としては、ＣＣＤに限らず、ＣＭＯＳでもよい。観察窓３１は、外周面が
先端キャップ３０の貫通孔３０ｃに嵌合する。なお、観察窓３１としては、レンズ効果を
有しないカバーガラスであってもよい。
【００２３】
　照明窓３２ａ，３２ｂは、観察窓３１を間に挟んでほぼ対称な位置に配されており、裏
面側にライトガイド（図示せず）の出射端が面している。ライトガイドは、多数の光ファ
イバーを束ねて形成されたもので、挿入部１５、操作部１６、ユニバーサルコード１７、
及びコネクタ１８の内部を通っており、光源装置１２からの照明光を照明窓３２ａ，３２
ｂに導く。照明窓３２ａ，３２ｂは、照射レンズを兼ねており、被検体内の被観察部位に
光源装置１２からの照明光を照射する。
【００２４】
　送気・送水ノズル３３は、先端側の噴射筒部３３ａと、基端側の接続筒部３３ｂとが一
体に形成されている。接続筒部３３ｂは、送気・送水管路３８に接続される。噴射筒部３
３ａは、接続筒部３３ｂから先端の噴射口３３ｃへ滑らかに曲折された筒状に形成されて
おり、先端キャップ３０の貫通孔３０ｆを通して外部に露呈している。
【００２５】
　送気・送水ノズル３３は、送気・送水装置１３から送気・送水管路３８（第１の供給路
）を介して供給されたエアーや洗浄水を観察窓３１に向けて噴射して、観察窓３１に付着
した汚れなどを洗い流すことができる。ＷＪ噴射孔３５は、送液装置１４から連結チュー
ブ１９及びＷＪ管路３９（第２の供給路）を介して供給された液体（水や洗浄液など）を
被検体内へ噴射する。
【００２６】
　送気・送水管路３８、及びＷＪ管路３９は、金属製パイプなどの硬質材からなる送気・
送水パイプ３８ａ及びＷＪパイプ３９ａと、送気・送水パイプ３８ａ及びＷＪパイプ３９
ａの基端部に接続され、可撓性を有する送気・送水チューブ３８ｂ及びＷＪチューブ３９
ｂとをそれぞれ備える。送気・送水チューブ３８ｂ及びＷＪチューブ３９ｂは、挿入部１
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５、操作部１６、及びコネクタ１８の内部を通る。
【００２７】
　送気・送水パイプ３８ａの先端側外周面には、送気・送水ノズル３３の接続筒部３３ｂ
が嵌合して送気・送水管路３８と送気・送水ノズル３３とが接続する。接続筒部３３ｂ及
び送気・送水パイプ３８ａは、先端硬質部２９の貫通孔２９ａに嵌合している。また、Ｗ
Ｊパイプ３９ａは、先端キャップ３０のＷＪ噴射孔３５に位置を合わせて配置され、先端
硬質部２９の貫通孔２９ｂに嵌合している。
【００２８】
　先端硬質部２９には、送気・送水パイプ３８ａと、ＷＪパイプ３９ａと、送気・送水パ
イプ３８ａ及びＷＪパイプ３９ａを連結する連結パイプ４０と、逆流防止弁４１とが組み
込まれている。送気・送水パイプ３８ａ及びＷＪパイプ３９ａは、先端硬質部２９に固定
され、互いに平行に配される。
【００２９】
　図４に示すように、連結パイプ４０は、金属製パイプなどの硬質材からなり、送気・送
水パイプ３８ａ及びＷＪパイプ３９ａの先端付近、且つ送気・送水パイプ３８ａ及びＷＪ
パイプ３９ａに対して直交に配されて、両端部が接着または溶接などにより送気・送水パ
イプ３８ａ及びＷＪパイプ３９ａと結合される。これにより、連結パイプ４０は、送気・
送水パイプ３８ａ及びＷＪパイプ３９ａと連通し、送気・送水パイプ３８ａ及びＷＪパイ
プ３９ａに供給される液体が連結パイプ４０に送り込まれる。
【００３０】
　逆流防止弁４１は、連結パイプ４０及び送気・送水パイプ３８ａの内部に配される球状
部材４２（第１の弁部材）と、ばね４３（第１の付勢部材）とからなる。球状部材４２は
、連結パイプ４０に対する摩擦力と、弾性力とを有する部材であり、例えばゴムボールか
らなる。この球状部材４２は、連結パイプ４０の内径と同じ外径に形成され、連結パイプ
４０の内部を塞ぐ。なお、ここでいう「同じ」とは、連結パイプ４０の内径に対してほぼ
同じ外径を含むものである。
【００３１】
　ばね４３は、連結パイプ４０の軸方向と平行に配され、一端が送気・送水パイプ３８ａ
に固定され、他端が球状部材４２に固定される。球状部材４２は、連結パイプ４０の内部
に送り込まれる液体からの圧力を受けない場合、摩擦力及びばね４３の付勢力により連結
パイプ４０の内部を塞ぐ閉じ位置（図６（Ａ）参照）にあり、所定値以上の圧力を受けた
場合、摩擦力及びばね４３の付勢力に抗して連結パイプ４０の内部を移動する。
【００３２】
　ばね４３の付勢力は、球状部材４２が連結パイプ４０及び送気・送水パイプ３８ａの内
部を移動可能とし、且つＷＪパイプ３９ａ側に離脱しない大きさに設定されている。これ
により、逆流防止弁４１は、ＷＪパイプ３９ａから連結パイプ４０へ送り込まれる液体か
ら所定値以上の圧力を受けた場合は、球状部材４２が連結パイプ４０内の閉じ位置から送
気・送水パイプ３８ａ内の開放位置（図６（Ｂ）参照）へばね４３の付勢に抗して移動し
、ＷＪパイプ３９ａから送気・送水パイプ３８ａへ液体が送り込まれる。一方、送気・送
水パイプ３８ａから連結パイプ４０へ送り込まれる洗浄水又はエアーの圧力では、球状部
材４２は、連結パイプ４０の内部からＷＪパイプ３９ａへ移動しないため、送気・送水パ
イプ３８ａからＷＪパイプ３９ａへ液体が逆流することを防止することができる。
【００３３】
　図５に示すように、先端硬質部２９及び先端キャップ３０の間には、液体遮断弁４５が
設けられている。この液体遮断弁４５は、液体遮断板４６（第２の弁部材）と、ばね４７
（第２の付勢部材）と、ワイヤ４８（移動手段）とを備える。液体遮断板４６は、ＷＪ噴
射孔３５及びＷＪパイプ３９ａに挟まれる位置に配される薄板状の部材であり、液体を通
過させる貫通孔４６ａと、ＷＪパイプ３９ａの先端を塞ぐ液体遮断部４６ｂと、ばね４７
及びワイヤ４８が接続される接続部４６ｃとを有する。
【００３４】
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　先端硬質部２９の先端には、液体遮断板４６がスライド自在に嵌合するスライド溝４９
と、スライド溝４９に隣接するワイヤ溝５１とが形成されている。スライド溝４９は、Ｗ
Ｊパイプ３９ａの先端を囲む位置に形成され、ＷＪパイプ３９ａと直交する方向に沿って
延びるように配されている。液体遮断板４６は、スライド溝４９に沿ってスライドさせる
ことにより、ＷＪパイプ３９ａの先端に貫通孔４６ａが位置してＷＪ噴射孔３５への液体
の供給を許容する通常位置と、液体遮断部４６ｂが位置してＷＪ噴射孔３５への液体の供
給を遮断する液体遮断位置との間で移動可能となっている。
【００３５】
　先端キャップ３０の先端板部３０ａには、スライド溝４９と対面する位置にばね収納室
５２が形成されている。ばね４７は、一端が液体遮断板４６の接続部４６ｃに固着され、
他端がばね収納室５２の内壁面に当接した状態で、ばね収納室５２に収納される。液体遮
断板４６は、ばね４７からの付勢により通常位置に付勢される。
【００３６】
　ワイヤ４８は、可撓性を有しており、保護シース５３の内部に挿通されている。このワ
イヤ４８は、保護シース５３とともにワイヤ溝５１に収納される。ワイヤ溝５１は、スラ
イド溝４９から先端硬質部２９の外周面に向かって滑らかに繋がり、先端硬質部２９の基
端まで連続している。ワイヤ４８及び保護シース５３は、先端硬質部２９の基端から突出
し、挿入部１５及び操作部１６の内部に配されている。
【００３７】
　液体遮断板４６の接続部４６ｃには、ワイヤ４８の一端が固着されている。ワイヤ４８
の他端は、操作部１６に設けられた切替スイッチ２４に接続されており、切替スイッチ２
４の操作に連動して移動することより、液体遮断板４６を牽引する。切替スイッチ２４が
初期位置のときは、液体遮断板４６は通常位置にある。切替スイッチが初期位置から切替
位置へ切替操作されることにより、ばね４７の付勢に抗して移動して液体遮断板４６が通
常位置から液体遮断位置に移動する。
【００３８】
　電子内視鏡２を用いた検査中に、送気・送水ノズル３３に詰まった汚物を排出させ、詰
まりを解消させるときのプロセスを説明する。電子内視鏡２を用いた検査では、術者は被
検体内に挿入部１５を挿入し、観察窓３１から取り込まれる観察画像をモニタ２０で観察
する。なお、初期状態では、逆流防止弁４１の球状部材４２が閉じ位置、且つ液体遮断弁
４５の液体遮断板４６が通常位置となっている。図６（Ａ）に示すように、被検体内の表
面に先端部１５ａを近接させたとき、送気・送水ノズル３３に汚物５５が詰まることがあ
る。
【００３９】
　送気・送水ノズル３３に汚物５５が詰まると、観察窓３１へ洗浄水又はエアーを噴射す
ることができなくなるため、術者は先ず、切替スイッチ２４を切替操作して液体遮断板４
６を通常位置から液体遮断位置に移動させる。これにより、ＷＪ管路３９の先端が塞がれ
てＷＪ噴射孔３５から液体が噴射しない状態となる。
【００４０】
　次に、送液装置１４のフットスイッチ２７を操作して液体をＷＪ管路３９に送り込むと
、連結パイプ４０へ流れ込む。また、このときＷＪ管路３９の先端が塞がれているため、
ＷＪ管路３９へ送り込まれた液体のほぼ全てが連結パイプ４０へ流れ込む。連結パイプ４
０へ流れ込んだ液体の圧力により逆流防止弁４１の球状部材４２が閉じ位置から開放位置
に移動して送気・送水ノズル３３へ液体が流れ込む。さらに、送気・送水ボタン２３を送
水操作して送気・送水管路３８へ洗浄水を送り込む。これにより、図６（Ｂ）に示すよう
に、送気・送水ノズル３３には、ＷＪ管路３９からの液体、送気・送水管路３８からの洗
浄水がともに流れ込むため、高い圧力で汚物５５を押圧することが可能となり、送気・送
水ノズル３３から汚物５５を排出させて詰まりを解消させることができる。
【００４１】
　上述したように、電子内視鏡１０の挿入部１５を被検体内に挿入した状態のまま、送気
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・送水ノズル３３に詰まった汚物を容易に排出させることができるため、電子内視鏡１０
の使用中に詰まりを解消させることが可能であり、術者は、詰まりの解消作業で手間が掛
かることがない。
【００４２】
　なお、上記実施形態では、送気・送水ノズル３３の汚物による詰まりの解消作業の際、
送気・送水管路３８及びＷＪ管路３９へともに液体を供給して送気・送水ノズル３３へ液
体を送り込むようにしているが、一般的に送気・送水管路３８に液体を供給する圧力より
も、ＷＪ管路３９へ液体を供給する圧力のほうが高いため、詰まりの解消作業の際は、Ｗ
Ｊ管路３９に液体を供給する操作だけをして送気・送水管路３８へ液体を供給する操作を
しなくてもよい。
【００４３】
　なお、上記第１実施形態では、逆流防止弁４１として、連結パイプ４０を塞ぐ球状部材
４２と、球状部材４２を閉じ位置に付勢するばね４３（第１の付勢部材）から構成してい
るが、本発明はこれに限らず、図７に示す第２実施形態のように、ゴムなどの弾性材から
なり、連結パイプ４０を塞ぐ閉じ状態、及び連結パイプ４０を開放する開放状態との間で
変形するダックビル形状の逆流防止弁６０（第１の弁部材）を用いてもよい。なお、図７
において、上記第１実施形態と同じ部品を用いたものについては、同符号を付して説明を
省略する。逆流防止弁６０は、ＷＪパイプ３９ａから連結パイプ４０へ液体が供給されな
い場合、閉じ状態（２点鎖線で示す状態）を保ち、ＷＪパイプ３９ａから連結パイプ４０
へ供給される液体の圧力が所定値以上の場合、開放状態（実線で示す状態）に変形する。
一方、送気・送水パイプ３８ａから連結パイプ４０へ送り込まれる洗浄水又はエアーの圧
力では、逆流防止弁６０は、閉じ状態から開放状態に変形しないため、送気・送水パイプ
３８ａからＷＪパイプ３９ａへ液体が逆流することを防止することができる。
【００４４】
　上記各実施形態においては、ばね４７の付勢に抗して液体遮断板４６を通常位置から液
体遮断位置に移動させる移動手段として、液体遮断板４６を牽引するワイヤ４８を備えて
いるが、これに限らず例えば、移動手段としてソレノイドなどの駆動部を先端部に備え、
この駆動部が液体遮断板４６を押圧することによって、液体遮断板４６を通常位置から液
体遮断位置に移動させる構成にしてもよい。
【００４５】
　上記実施形態においては、撮像素子を用いて被検体の状態を撮像した画像を観察する電
子内視鏡を例に上げて説明しているが、本発明はこれに限るものではなく、光学的イメー
ジガイドを採用して被検体の状態を観察する内視鏡にも適用することができる。
【符号の説明】
【００４６】
　２　電子内視鏡システム
　１０　電子内視鏡
　１３　送気・送水装置
　１４　送液装置
　１５　挿入部
　１５ａ　先端部
　３１　観察窓
　３２ａ，３２ｂ　照明窓
　３３　送気・送水ノズル（噴射ノズル）
　３５　ウォータージェット噴射孔
　３８　送気・送水管路（第１の供給路）
　３９　ウォータージェット管路（第２の供給路）
　４１，６０　逆流防止弁
　４２　球状部材（第１の弁部材）
　４３　ばね（第１の付勢部材）
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　４５　液体遮断弁
　４６　液体遮断板（第２の弁部材）
　４７　ばね（第２の付勢部材）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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